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この研究会は第74回日本胸部外科学会定期学術集会の関連研究会です



 

 

第 1 部 JUVIG の今後について 

          司会：須田 隆 



開会のあいさつと JUVIG の現状報告 

単孔式胸腔鏡手術研究会会長 

東京慈恵会医科大学客員教授 

森川 利昭 

 

単孔式胸腔鏡手術研究会（Japanese Uniportal VATS Interest Group, JUVIG）は、日本における安心で安全

な単孔式胸腔鏡手術の確立と普及を目指し、2018 年 4 月に設立され、3 年半を経た現在会員数は 100 名を

越えました。 

胸腔鏡手術は 1990 年台初めから始められましたが、その後も技術や機器の進歩は留まるところがなく、

年々熟成を重ね今では呼吸器外科の標準的な手術となりました。 

新しい進歩のひとつとして、単孔式胸腔鏡手術が 2010 年以降ヨーロッパとアジアで急速に発達しました。 

スペインの呼吸器外科医 Diego Gonzalez Rivas の上海を中心とした活躍はその原動力となり、日本からも

多くの呼吸器外科医が彼の下を訪問し学びました。 

単孔式胸腔鏡手術な小さな一つの術創からすべての手術操作を行う、究極の手術と言え、多くの可能性が期

待されます。 

ところで日本には、歴史や伝統に根差した世界でも評価される優れた呼吸器外科があります。 

私たち JUVIG は単孔式胸腔鏡手術において他の模倣に留まらず、日本の特性を活かした単孔式手術の発展

を目指しています。日本独自の考えかた、技術、新しい器具を育てていきたいと思っています。 

JUVIG では第１回例会を奥村明之進 前教授のご助力の下、2019 年 4 月に大阪で開催しました。 

昨年は猖獗を極めた感染症のため、第二回例会の開催は断念せざるを得ませんでした。 

今回、第 74 回日本胸部外科学会定期学術集会、志村秀幸会長、浅村尚生呼吸器分野会長のご助力の下、 

平井恭二教授が世話人となり第 3 回例会を現地と web 併用で開催できることは大いなる喜びで、関係各位

に深く感謝いたします。 

第一部では JUVIG のこれまでと今後について、JUVIG の発展に大いに寄与していただいた千田雅之前日本

呼吸器外科学会理事長による講演があります。 

第二部では JUVIG の具体的な活動と単孔式胸腔鏡手術の普及状況について、平井教授による講演があり 

ます。 

第三部では一般演題として日本を代表する４施設から、それぞれのご経験に基づく発表があり、 

第四部では単孔式胸腔鏡手術の代表的術式について、日本を代表するエキスパートにより特にコツについ

て発表頂きます。 

何れも現在の単孔式胸腔鏡手術の最先端となる内容であり、盛んな討論がなされることを期待しています。 

 皆様はこの 2 年間の苦しい時期に様々な経験をされたと思いますが、このような時代にあって単孔式胸腔

鏡手術がこれからますます必要とされるとの思いを深めた方は多かったのではないかと思います。 

単孔式胸腔鏡手術には多くの福音があり、多くの可能性があり、同時にいくつものリスクが潜んでいます。

これらをみんなで共有し、次の時代の胸腔鏡手術を作り上げていっていきたいと思います。 

 

 



JUVIG と JACS の歩み 

獨協医科大学 呼吸器外科 

千田雅之 

 

Dr. Diego Gonzalez-Rivas 率いる上海肺科医院による Uniportal VATS に対して、JACS は奥村理事長の時

代から注目はしていたが、開胸時代における初期の VATS のようにゲテモノ感を感じる理事も多かったと

記憶している。2017 年に北京勢力を中心とした ASTS（Asian Society of Thoracic Surgeons）設立の動きが

あり、現在の JUVIG 代表世話人である森川先生、当時の JACS 理事長であった私と、JACS 国際委員長であ

った長谷川先生と３人で北京に乗り込み、中国以外の多くのアジアの呼吸器外科医との連携を深めつつ、北

京一極による ASTS 設立には賛成しかねることを確認したという事件があった。これを機会に、それまで

欧米重視であった JACS の視線はアジアに向けられた。 

 

2018 年 4 月外科学会が東京で開催されたおり、会場周辺の一室で Diego の出席のもと、森川先生を中心と

したメンバーが集まり、私も出席して、単孔式胸腔鏡手術研究会を設立することを決定し、英語名を JUVIG

とした。同年スロベニアで行われた ESTS のホテルにて、千田は Diego に JACS からの observer を引き受

けてくれるように依頼し、同年 JACSは JACS fellowshipとして上海肺科医院に会員を送る企画を開始した。 

 

JACSとしては、同時期に動き出したRATSは保険収載の問題もあり JACS本体の事業とし、Uniportal VATS

は JUVIG を応援する形の外郭事業と位置づけ、JUVIG を応援しながら Uniportal VATS を育てることとし

た。JACS アライアンス事業を開始し、JUVIG などの呼吸器外科関連団体の JACS ホームページへの掲載

や、開催案内などを学会員全員にメール通知できるシステムを構築した。 

 

現在、Uniportal VATS は腕に覚えのある呼吸器外科医を中心として本邦で着実に数を増やしている。単な

る輸入ではなく日本独自の進化した Uniportal VATS が生まれることを JACS としても期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第 2 部 JUVIG の活動と普及状況 

          司会：小田 誠 



JUVIG ハンズオン活動状況 

藤田医科大学岡崎医療センター 

須田 隆 

 

単孔式胸腔鏡研究会（JUVIG）現在までの講演会および講習会活動状況 

2019 年 4 月 20 日第 1 回単孔式胸腔鏡研究会例会 

2019 年 11 月 17 日エチコン共催で第 1 回胸腔鏡手術講習会（ハンズオン） 

2020 年 2 月 16 日オリンパス共催で第 2 回胸腔鏡手術講習会（ハンズオン） 

2020 年 9 月 23 日第 1 回オリンパス共催単孔式胸腔鏡研究会 WEB カンファランス  

2020 年 3 月 17 日第 2 回オリンパス共催単孔式胸腔鏡研究会 WEB カンファランス 

2021 年 11 月 2 日第 3 回単孔式胸腔鏡手術研究会例会 

 

COVID-19 蔓延のため下記は延期中。 

2020 年 11 月 29 日、2021 年 1 月 15 日、6 月 6 日、コヴィディエン共催胸腔鏡手術講習会（ハンズオン）

延期中。次回未定。 

2020 年 1 月 17 日オリンパス共催胸腔鏡手術講習会（ハンズオン）延期、次回 2022 年 5 月 22 日予定。 

2022 年 7 月もしくは 8 月エチコン共催胸腔鏡手術講習会（ハンズオン）予定。 

今までの講演会および講習会についてアンケート結果を含めて報告いたします 

 

呼吸器外科単孔式手術マニュアルの出版 

藤田医科大学岡崎医療センター 

須田 隆 

 

2021 年 6 月 1 日単孔式胸腔鏡研究会（JUVIG）編として南山堂から呼吸器外科単孔式手術マニュアルが出

版されました。これは日本初の呼吸器外科単孔式手術に特化した書籍です。精度が高く安全な単孔式手術の

導入を行っていただくことを目的にこの手術書の出版を企画しました。日本の単孔式手術のトップランナ

ーの先生方の執筆とともに単孔式手術のパイオニアである Diego Gonzalez-Rivas 先生と Konstantinos 

Marios Soultanis 先生に日本の外科医のための基本手技から複雑な手術を含めて詳細な手術手技について執

筆していたいています。この手術書が皆様の単孔式手術の安全な導入や手技の確立に役立てれば幸甚です。

本会では出版の経緯や苦労などについて報告させていただきます。 

 



 

単孔式胸腔鏡手術の本邦での普及の状況と海外における動向について 

日本医科大学千葉北総病院 呼吸器外科 

平井恭二 

  

単孔式胸腔鏡手術が一部の呼吸器外科医の間で広がりを見せている。 

一方で手術手技に関してはいまだ本邦の全呼吸器外科医のコンセンサスを得ていないのが現実である。 

単孔式での血管処理やリンパ節郭清手技などが多孔式手術手技と比較すると見劣りする点がその要因で 

あるが、予後成績では多孔式と比較しても遜色ないとの報告も多数見られている。 

手技的な向上は今後の手技の修練や手術器具の開発により改善が予想される。現時点においては低侵襲手

術とされている単孔式、多孔式、ロボット支援手術には各々一長一短があるが、単孔式手術は簡便性や創

部痛抑制効果の面での長所を有しており、さらにアジアだけでなくヨーロッパ、南米などの普及状況を鑑

みると、今後日本の呼吸器外科医が学ぶべき手術手技として習得していく必要があると考えている。 

今回、現時点における本手術の本邦での普及状況、日本の主要学会での発表数、世界の主要ジャーナルの

掲載数や学会での発表なども検証し、海外における動向についても考察する。 

 



 

 

第 3 部 一般演題 

          司会：井貝 仁 

 

 

〈ディスカッサント〉 

金沢大学附属病院  松本 勲 

  大阪大学    新谷 康 



1. Uniportal VATS と Multiportal VATS の開胸術疼痛症候群発生率の比較 

藤田医科大学岡崎医療センター 呼吸器外科 

長野 裕充、根木 隆浩、栃井 大輔、栃井 祥子、須田 隆 

 

背景：近年、1 つの手術創で肺切除を行う Uniportal Video-assisted Thoracoscopic Surgery（UVATS）が 

施行されている。UVATSでは従来の多数の手術創で肺切除を行うMultiportal Video-assisted Thoracoscopic 

Surgery(MVATS)と比較して術後疼痛の軽減および開胸術後疼痛症候群発生率の低下が期待されている。 

今回、当院で施行されたUVATSとMVATSの開胸術後疼痛症候群の発生率を比較検討したので報告する。 

方法：2017 年 1 月から 2020 年 12 月までに UVATS および MVATS で肺葉切除が施行された 294 例を 

対象とし、propensity score matching を用いて比較検討した。Propensity score matching 後、UVATS 群 

および MVATS 群の症例数は共に 65 例であった。主要評価項目を開胸術後疼痛症候群の発生率の有無に 

設定した。術後 60 日目の Numerical Rating Scale (NRS)が 3 以上の症例もしくは術後鎮痛剤内服期間が 

60 日に達した症例を開胸術後疼痛症候群ありとした。副次評価項目は手術時間、出血量、胸腔ドレーン 

留置期間、術後入院期間、術後合併症発生率、術後 60 日目の NRS、術後鎮痛剤内服期間が 60 日以上の 

割合とした。連続変数には Student T 検定を、非連続変数には Fisher の正確検定を施行した。ｐ＜0.05 を

有意差ありとした。 

結果：開胸術後疼痛症候群の発生率、手術時間、術後鎮痛剤内服期間が 60 日以上の割合に有意差を認めた。

開胸術後疼痛症候群の発生率は UVATS 群で 6.1％、MVATS 群で 24.6％（ｐ＜0.01）、手術時間は UVATS

群で 157.4±41.0 分、MVATS 群で 189.1±57.3 分（p＜0.01）、術後鎮痛剤内服期間が 60 日以上の割合は

UVATS 群で 4.6％、MVATS 群で 26.1％（p＜0.01）であった。出血量、胸腔ドレーン留置期間、術後入院

期間、術後合併症発生率、術後 60 日目の NRS では両群間に有意差を認めなかった。 

考察・結語：創部が 1 つである UVATS は損傷される肋間神経が MVATS と比較して少ない。これにより、

UVATS の術後疼痛は慢性化しにくくなり、術後鎮痛剤内服期間の短縮と開胸術後疼痛症候群の発生率の 

低下が起こったと考える。手術時間に有意差ができたのは、MVATS 群と比べて UVATS 群では胸腔鏡手術

経験年数の長い医師が多かったため、術者の影響が考えられた。UVATS は開胸術後疼痛症候群の発生率が

低いため、患者にとって有益な手術手技である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 小型肺癌に対する単孔式胸腔鏡下左 S3+4+5 区域切除 

大阪大学呼吸器外科 

大瀬尚子 舟木壮一郎 狩野孝 福井絵里子 南正人 新谷康  

 

当科では単孔式胸腔鏡下肺葉切除を 2019 年 4 月から開始した。現状は stage1A までの小型肺癌、転移性 

肺癌、良性疾患（良性腫瘍、炎症性肺疾患）を適応としている。最初は分葉のよい肺葉切除から開始し、 

現在は区域切除も行っている。肺葉切除は 60 例、区域切除は 10 例経験しているが、まだまだ改善の余地

があると考えている。 

区域切除の手術方法：左右ともどの術式でも、第 5 肋間に約 4cm（3-5cm）の皮膚切開を置き、操作孔と 

している。区域切除における区域間同定は、従来は含気虚脱ラインを用いていたが、現在は ICG を併用 

蛍光内視鏡が使用できる環境となり併用している。区域間切離は肺瘻予防のため stapler を使用している。

多孔式手術でも区域間の切離ラインが直線になるようにしており、この方法に習熟していると stapler の 

挿入が 1 方向からとなる単孔式手術においても切離は容易となると考えている。 

症例提示：70 代女性。左上葉の S3 の part solid GGN。気管支鏡検査では診断が得られず、肺腺癌疑い、

c-T1aN0M0 と診断。右上葉にも GGN があり、今後治療を要する可能性を鑑みて積極的縮小手術の方針 

とした。単孔式左 S3+4+5 区域切除を施行した。区域間は含気虚脱ラインで同定した。 

問題点：A3 根部に固着した石灰化リンパ節があったこと、V1+2 を温存しテープで牽引した状態での A3 

切離などに難渋した。 

今回の症例報告において、難渋した操作を提示し、改善すべき点についてご意見を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 当科の単孔式胸腔鏡下肺癌手術における視野確保のための工夫 

金沢大学 呼吸器外科 

吉田周平，松本勲，高山哲也，齋藤大輔，田村昌也 

 

当科の肺癌に対する区切以上の単孔式胸腔鏡手術は，2021 年 10 月までに 44 例 (葉切 37/区切 7 例) に 

施行している．見上げ式から導入し，現在は対面倒立式 (5mm 径 30 度斜視鏡) を採用している．いずれの

アプローチにおいても視野が 1 方向のために手術器具操作が制限される場合があり，特に Stapler 使用の 

際は安全な視野確保が得られないことがある．気管支切離の際も同様であり，少ない経験であるが当科で 

行った対応について供覧する．【手技・工夫】皮膚切開長は 3.5cm で，wound retractor XS を装着．緊急 

開胸や選択的縦隔リンパ節郭清のし易さを考慮して，ポート位置を切除肺葉ごとに設定し，上葉・右中葉は

第 4 肋間中腋窩線上，下葉は第 5 肋間中腋窩線上としている．肺血管処理は Stapler にこだわらず，Stapler

の安全なデリバリーが困難と判断した場合は結紮切離としている．気管支切離においては Stapler を用いた

気管支軸に垂直な平行閉鎖を心掛けている．肺門リンパ節を郭清しつつ切除肺葉側につけて葉切除を行う

がゆえに，肺門のリンパ節や虚脱不良の肺のため，気管支の Stapling の際に気管支が見えなくなることが

ある．解剖学的理由からか左上葉気管支切離の際に多く，カートリッジ長 30mm を使用することで Stapler

の挿入が容易となり Stapler 全体を視認しやすい．それでも Stapler 全体が視認できない場合は，肺門リン

パ節郭清後に末梢気管支レベルで離断し，中枢気管支断端に牽引糸をかけることで，良好な視野と Stapling

の角度を得やすい．本法は，気管支切離の際の Stapler 全体の視認と平行閉鎖が困難な場合のオプションと

なり得る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 単孔式胸腔鏡下手術における最適な画像デバイスの検討 

-細径軟性鏡の使用経験から- 

永田 旭 1)、吉田 康浩 1)、佐藤 寿彦 2)、山下 眞一 1) 

 

1) 福岡大学筑紫病院 呼吸器・乳腺外科 

2）福岡大学病院 呼吸器・乳腺内分泌・小児外科 

 

近年、単孔式胸腔鏡手術が従来の胸腔鏡手術に比較しより低侵襲な手技として注目されているが、4cm 

程度の単一創からの複数器具挿入に起因する動作制限は術者・助手にとって大きなストレスとなる。動作 

制限緩和手段の一環として、細径軟性鏡の使用は有効と考えられるが、その利点欠点に関する報告は 

少ない。当院は福岡大学病院での経験をもとに 2019 年 4 月に単孔式胸腔鏡手術を導入し、通常 5mm 

あるいは 10mm の硬性鏡で手術を施行しているが、よりクオリティの高い手術を目指して OLYMPUS 社

の細径軟性鏡を併用しての手術を試行した。実際に使用すると硬性鏡と比較し、①0 度の直視のみの設定で

あり、普段 30 度の斜視を用いているスコピストは適切な視野出しに若干の慣れを要する、②同じ 5mm で

あっても、硬性鏡よりも若干光度に乏しく細部の観察がやや困難、③区域切除時の蛍光によるインドシアニ

ングリーンによる蛍光観察に対応していない、④先端がフレキシブルであるがゆえに、鉗子やステープラー

との軽度の接触で容易に動いてしまい予期せぬ視野の変動がおこりうる、といった欠点があきらかとなっ

た。これらは今後の工学的進歩や、スコピストの慣れ・工夫で改善しうるものと思われるが、現時点では 

高精細画像対応の 5mm 硬性鏡が最もストレスなく単孔式手術を実施することができる画像デバイスで 

あると考えられた。 
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          司会：平井 恭二 

 

 

〈ディスカッサント〉 

山形大学医学部附属病院 大泉 弘幸 

      愛媛大学    佐野 由文 

 



1. 自然気胸における単孔式胸腔鏡手術―胸壁滑車法による Dual Covering 

公益財団法人 日産厚生会日産玉川病院 気胸研究センター 

坪島 顕司 

 

【はじめに】低侵襲な治療を目指した単孔式胸腔鏡手術が自然気胸や肺悪性腫瘍に対して普及しつつある。

一方で自然気胸のなかでも特に若年者の原発性自然気胸（PSP）の術後再発は多く、その対策にも十分配慮

する必要がある。当科では 3 ポートで 2種類の吸収性シートを用いた dual covering に取り組んでおり、 

その再発予防効果を報告してきた。最近では胸壁滑車法を用いた単孔式胸腔鏡手術でも全く同じ dual 

covering を行っており、その手術手技を紹介する。【方法】原則として第 5肋間中腋窩線上に 22-25㎜の皮

膚切開を行い直径 5 ㎜の胸腔鏡を用いて胸腔内を観察する。責任病変近傍に牽引糸 1-2 本を縫着し、更に

第 3肋間前腋窩線上、第 5 肋間後腋窩線上で胸腔内から胸壁支持糸をかけて胸壁滑車を 2 つ作成する。 

体外で牽引糸 2-4 本を操作することで自由自在に病変を移動させ鉗子を用いることなく自動縫合器で切除

し、蒸留水による水封試験で気漏がないことを確認する。フィブリノゲン溶液をステイプルライン、肺尖部

を中心に刷り込み、10×10 ㎝のポリグリコール酸シート 1 枚を貼付し、その上にトロンビン溶液、残りの

フィブリノゲン溶液を順に刷り込む。更にポリグリコール酸シート補強部、S6 を十分に覆う形で 4×8イン

チの再生酸化セルロースシート 2-3 枚を貼付する。術側肺を陽圧換気で膨張させても被覆したシート間に

隙間がないことを確認した後に創部から胸腔ドレーンを留置し手術を終了する。【結語】Dual coveringに

ついては単孔式手術特有の制限があるが、工夫すれば 3 ポートと遜色ないクオリティで実施可能である。

本法は優れた整容性、術後疼痛軽減といった単孔式手術の持つ利点に加えて原発性自然気胸術後再発の予

防の観点からも有用な術式である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 単孔式胸腔鏡下肺区域切除のコツ 

前橋赤十字病院 

井貝 仁 

 

【背景】 当科では 19 年 2 月より単孔式胸腔鏡下 (uVATS)解剖学的肺切除を導入。約 2年半経過し、200

例以上を経験した。これらのうち、近年、その適応症例が増加している区域切除は約 3割を占めている。

葉切除と比較し、区域切除では末梢血管の同定や区域間作成など技術的に高難度な点が多く、uVATS で

これを安全に完遂するためにはそのコツを十分に理解しておく必要がある。今回、当科における uVATS

肺区域切除における工夫を紹介するとともに、その周術期成績を uVATS導入前に施行していた胸腔鏡補

助下 (hVATS)もしくは多孔式胸腔鏡下 (mVATS)肺区域切除と比較し、その有用性について検討した。 

【対象と方法】 

19年 2 月から 21年 7 月の間に uVATS肺区域切除を施行した 78例(uVATS 群) 

が対象。これらの周術期成績をそれ以前の h/mVATS 肺区域切切除 101 例  

(h/mVATS 群)と比較検討。また、サブセット解析として、複雑区域切除で周術期成 

績を比較検討 (uVATS 群: n=39 vs. h/mVATS 群: n=43)。 

uVATS肺区域切除における当科の工夫として、 

1. 血管、気管支切断における stapling 法 

2. 区域間作成における stapling 法 

3. Unidirectional dissection (一方向からの剥離) 

を中心に、ビデオで供覧する。 

【結果】 

区域切除では、uVATS 群が手術時間 (p<0.0001)、術後ドレナージ期間 (p=0.0014)、術後在院日数 

(p<0.0001)において有意に良好。出血量、術中有意出血、開胸移行、術後合併症、術後 30日以内再入

院、術後 30日以内死亡は両群で有意差なし。 

複雑区域切除でも同様に、uVATS 群が手術時間 (p<0.0001)、術後ドレナージ期間 (p=0.0056)、術後在

院日数 (p<0.0001)において有意に良好。出血量、術中有意出血、開胸移行、術後合併症、術後 30 日以内

再入院、術後 30日以内死亡は両群で有意差なし。 

【まとめ】  

uVATS肺区域切除は h/mVATS と同等もしくは一部上回る周術期成績を示した。そのコツを習得すること

で、uVATS 肺区域切除は安全かつ迅速に施行可能であり、技術的に難易度の高い複雑区域切除においても

同様である。 

 

 

 

 

 

 



 

 

単孔式胸腔鏡下肺葉切除術のコツ 

－術野展開、層への入り方、肺切離における move the ground－ 

近畿大学病院 呼吸器外科 

千葉眞人 

 

単孔式胸腔鏡下肺葉切除術におけるポイントは多々あるが、今回は術野展開、血管鞘など層への入り方、 

葉間切離における move the ground のコツについて動画を中心に供覧したい。単孔式における術野の展開

は主にダブルアクションの肺把持鉗子 1 本で行う。コットンによる圧迫を行ってもよいし、それが適した

部分もあるが、基本的には肺把持鉗子による最も有効な部分の牽引が重要である。肺把持鉗子でどこを把持

するかは経験が必要であるが、イメージとして、片手の剥離操作でも十分剥離できるようなカウンタートラ

クションを術野に与える部分を把持し、術野に面を作りだすことがポイントである。また中枢の肺を把持 

すると他の道具と干渉し、操作しづらくなるのでやや末梢の肺を把持し、助手が常に適度なカウンタートラ

クションがかかるように牽引することが重要である。 

血管鞘など層への入り方のコツであるが、術者の左手が吸引管である場合、鑷子に比してややカウンター 

トラクションが甘くなるので、先端が細めのフック型電気メスが有効である。ハンドスイッチであればさら

に繊細な剥離が可能である。また最新のエナジーデバイスは把持能力・剥離能力が強化されているので、 

これらの道具で血管鞘を把持し、吸引管やコットンで鈍的に剥離するのもよい。曲がり鑷子で把持する場合

は 30 ㎝以上の長めの鑷子を用いたり、やや遠めを把持したりすることで手元の干渉が防がれる。 

単孔式においては葉間切離の際に、一方向からの切離となるため慣れるまで意外な困難を生じることが 

ある。葉間切離あるいは区域間切離のコツは肺のmove the groundにある。具体的には左手の把持鉗子で 

肺を適度に牽引し、Stapler をガブリ寄りさせていく。また葉間が厚く入りにくい場合は肺を折り倒して、

ラインを形成し Stapler を挿入する手もある。切除肺をさらに追加したい場合はやや末梢の肺を把持し、 

円を描くように牽引するとスムーズに引き込める。また右上葉切除における上下葉間切離の場合、左手で

Stapler を扱うと左右の手が自然にクロスポジションとなり挿入しやすい。 

単孔式は一見複雑な動きをしているようであるが、ポイントを押さえれば非常にスムーズな展開が可能で

ある。またこの技術はロボット手術や多孔式の助手の際にも活用できる。動画を中心に供覧する。 
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森川 利昭 略歴      

 

 

 

森川 利昭 昭和 27 年 6 月 22 日生（69 歳） 

 

昭和 52 年 3 月  長崎大学医学部卒業 

昭和 52 年 6 月  国立長崎中央病院（現国立病院機構長崎医療センター）研修医 

昭和 54 年 6 月  国立がんセンター病院外科レジデント 

昭和 57 年 6 月  榊原記念病院心臓外科研修医 

昭和 58 年 4 月  国立療養所松戸病院外科（現国立がんセンター東病院）医員 

昭和 60 年 2 月  北里研究所病院外科医長 

平成元年 7 月  北海道恵愛会南一条病院呼吸器外科主任医長 

平成 9 年 4 月  北海道大学医学部第二外科講師 

平成 16 年 4 月  北海道大学大学院腫瘍外科助教授 

平成 17 年 7 月  東京慈恵会医科大学外科学講座 

-平成 30 年 3 月   呼吸器、乳腺・内分泌分野担当教授 

平成 30 年 4 月-  東京慈恵会医科大学客員教授 

平成 30 年 5 月-  健貢会 総合東京病院呼吸器外科部長、気胸センター長 

 

学位: 医学博士（北海道大学 乙第 5519 号） 

専攻分野: 呼吸器外科，特に肺癌手術、胸腔鏡手術、生体接着剤、医工学 

専門医: 日本外科学会外科専門医 

 日本呼吸器外科学会終身指導医、呼吸器外科専門医 

学会: 会長； 単孔式胸腔鏡手術研究会 

理事； 日本医工ものづくりコモンズ 

評議員； 日本嚢胞性肺疾患学会、日本コンピュータ外科学会 

特別会員；日本外科学会会、日本内視鏡外科学会、日本呼吸器外科学会、日本肺癌学会 

名誉会員； 呼吸器胸腔鏡手術研究会 
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千田 雅之 略歴 

 

1986 年東北大学医学部卒業 

1992 年 Northwestern 大学呼吸器科 

1993 年 Colorado 大学呼吸器科 

2008 年獨協医科大学胸部外科准教授 

2010 年獨協医科大学呼吸器外科主任教授 

2013 年日本呼吸器外科学会理事 

2017 年日本呼吸器外科学会理事長 

2021 年日本呼吸器外科学会監事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



須田 隆（すだ たかし） 

 

生年月日：1967 年 9 月 8 日生 （愛知県名古屋市） 

1986.3  私立東海高校卒業 

1992.3   藤田医科大学（藤田保健衛生大学）医学部卒業 

19923 藤田医科大学病院 研修医 

1994.4 国立療養所中部病院 研修 

1995.4 藤田医科大学胸部外科医師 

1998.4 Washington University School of Medicine Division of Cardiothoracic Surgery Research Fellow .（米国、

セントルイス） 

2001.4 藤田医科大学胸部外科学 講師 

2008.4 藤田医科大学呼吸器外科学 准教授 

2017.4 藤田医科大学吸器外科学 臨床教授 

2020.4 藤田医科大学岡崎医療センター 副院長 呼吸器外科教授 

2020.7.1 藤田医科大学医学部呼吸器低侵襲外科学 講座主任教授 

 

所属学会 

日本外科学会認定医 （第１１４４７号） 

日本外科学会専門医 （第１９０４６４０号） 

日本外科学会指導医 （第 S００７７４７号） 

日本胸部外科学会認定医 （第４５２３号） 

日本呼吸器外科専門医（第２１００３９８号） 

日本呼吸器外科学会評議員 

日本内視鏡外科学会評議員 

関西胸部外科学会評議員 

東海外科学会評議員 

Honorary fellow of Philippine Association of Minimally Invasive Thoracic Surgeons 

Active member of European Society of Thoracic Surgeons 

単孔式胸腔鏡手術研究会 常任幹事 

2019 Asia Single Port VATS symposium: symposium director（会長） 

2020 Asia Single Port VATS symposium: symposium co-director（副会長） 

 

Editorial Boards: 

2016- Journal of Visualized Surgery 

2016- Journal of Thoracic Diseases 

2018- Mediastinum 

2019- European Society of Thoracic Surgeon 

2020- The Korean Journal of Thoracic and Cardiovascular Surgery 

 

Special courses & experience 



専門は呼吸器外科低侵襲手術。2005 年悪性胸膜中皮腫に対する胸腔鏡手術を報告。2009 年肺癌に対する本邦

第 1 例目のダビンチロボット手術を執刀。2012 年胸腺腫・重症筋無力症に対する二酸化炭素の送気を併用した

剣状突起下アプローチによる単孔式胸腺摘出術を開発。2014 年ダビンチロボットを使用した剣状突起下アプロ

ーチによる胸腺摘出術法を開発。呼吸器外科手術執刀数 1500 件以上。経験手術件数 3000 件以上。海外施設を含

む 110 以上の施設に対し延べ 200 回以上の手術指導を行っている。 
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1. Suda T. Lateral approach using grasping technic for uniportal major lung resection. Gen Thorac Cardiovasc 
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職歴 

平成 21 年 4 月 社会福祉法人 三井記念病院 初期臨床研修医 

平成 23 年 4 月 福岡大学病院 呼吸器・乳腺内分泌・小児外科 助手 

平成 24 年 3 月 国立病院機構 福岡東医療センター 呼吸器外科 医員 

平成 25 年 9 月 福岡大学病院 呼吸器・乳腺内分泌・小児外科 助手 

平成 25 年 12 月 社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院 呼吸器外科 医師 

平成 26 年 1 月 福岡大学病院 心臓血管外科 助手 

平成 26 年 4 月 国立研究開発法人 国立がん研究センター中央病院 呼吸器外科短期レジデント 

平成 26 年 9 月 福岡大学病院 呼吸器・乳腺内分泌・小児外科 助手 

平成 29 年 4 月 福岡大学医学部 呼吸器・乳腺内分泌・小児外科 助教 

平成 30 年 4 月 福岡大学筑紫病院 救急科 助教 

令和 2 年 4 月 福岡大学筑紫病院 呼吸器・乳腺外科 助教 

令和 3 年 9 月 産業医科大学 第二外科 助教 

 

資格  

日本外科学会 外科専門医 

日本胸部外科学会 呼吸器外科専門医 

がん治療認定医機構 がん治療認定医 

博士（医学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



略歴 

 

氏名 

松本 勲 （まつもと いさお） 

 

現   職  

金沢大学医薬保健研究域医学系 呼吸器外科学 准教授       

金沢大学附属病院 呼吸器外科 科長，臨床教授  

      

卒業大学（卒業年） 

金沢大学医学部（1991 年） 

 

学位    学位名：体外肺切除術の安全性に関する実験的研究     

 

略歴 

1991 年 金沢大学医学部附属病院 第一外科 研修医               

2003 年 金沢大学医学部附属病院 心肺・総合外科 助手（現助教）       

2013 年 金沢大学附属病院 講師                            

2014 年 金沢大学大学院医学系研究科 心肺病態制御学 准教授       

金沢大学附属病院 呼吸器外科 科長，臨床教授            

2015 年 金沢大学大学院医学系研究科 先進総合外科学 准教授       

2020 年 金沢大学大学院医学系研究科 呼吸器外科学  准教授        

 

学会・研究会 役職および資格 

外科専門医・指導医，日本胸部外科学会指導医，呼吸器外科更新専門医，気管支鏡専門医・指導医，日本が

ん治療認定医機構認定医，肺がん CT 検診認定医 

 

日本外科学会（代議員，2014 年～） 

日本胸部外科学会（評議員，2014 年～） 

日本呼吸器外科学会（評議員，2005 年～） 

日本肺癌学会（理事，2014 年～） 

日本呼吸器内視鏡学会（理事，2019 年～） 

日本内視鏡外科学会（評議員，2014 年～） 

日本単孔式胸腔鏡手術研究会（幹事，2019 年～） 

日本呼吸器胸腔鏡手術研究会（世話人，2019 年～） 

 

 

 

 



新谷 康 

 

略歴 

平成 7 年 3 月 大阪大学医学部医学科卒業 

平成 7 年 6 月 大阪大学医学部附属病院 研修医 

平成 8 年 1 月 済生会富田林病院外科 医員 

平成 10 年 6 月 大阪府立羽曳野病院外科 医員 

平成 16 年 3 月 博士(医学)(大阪大学) 

平成 16 年 4 月 大阪大学医学部附属病院 医員 

平成 16 年 6 月 米国ネブラスカ医科大学エプリーがんセンター研究員 

平成 19 年 7 月 大阪府立病院機構呼吸器・アレルギー医療センター呼吸器外科 診療主任 

平成 22 年 1 月 大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 呼吸器外科学 助教 

平成 26 年 3 月 大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 呼吸器外科学 講師 

平成 27 年 9 月 大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 呼吸器外科学 准教授 

平成 30 年 4 月 大阪大学医学部附属病院 呼吸器外科 病院教授 

平成 31 年 4 月 大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 呼吸器外科学 教授 

平成 31 年 4 月 大阪大学医学部附属病院 呼吸器外科 診療科長 

平成 31 年 4 月 大阪大学医学部附属病院 呼吸器センター センタ―長 

令和 3 年 8 月 大阪大学医学部附属病院 外科系科長 現在に至る 

 

学会資格等 

日本外科学会(代議員、専門医、指導医) 

日本呼吸器外科学会 (専門医、評議員) 

日本胸部外科学会 (評議員) 

関西胸部外科学会(評議員) 

日本肺癌学会(評議員) 

日本呼吸器学会(専門医) 

日本移植学会(認定医) 

日本臓器移植ネットワーク・メディカルコンサルタント 

日本癌学会 

世界肺癌学会 

米国癌学会 

 

 

 

 

 

 

 



氏名：坪島 顕司（つぼしま けんじ）                                     

生年月日：1975 年 4 月 2 日 （満 46 歳）                                   

勤務先：公益財団法人 日産厚生会玉川病院 気胸研究センター               

役職：副センター長 呼吸器外科部長 

 

【略歴】 

2001 年 3 月 島根医科大学（現島根大学）医学部医学科卒業 

2001 年 5 月 島根医科大学（現島根大学）医学部附属病院第一外科研修医 

2002 年 6 月 兵庫県立成人病センター（現がんセンター）呼吸器外科研修医 

2003 年 6 月 高砂市民病院外科研修医 

2004 年 6 月 島根大学医学部附属病院循環器呼吸器外科医員 

2009 年 9 月 高砂市民病院呼吸器外科医長（後に部長） 

2019 年 4 月 日産厚生会玉川病院気胸研究センター・呼吸器外科副部長 

2021 年 4 月 日産厚生会玉川病院気胸研究センター副センタ―長・呼吸器外科部長 

 

専門医・指導医等 

日本外科学会専門医・指導医、日本呼吸器外科学会専門医・評議員、日本気胸嚢胞性肺疾患学会評議員・ 

理事 

 

単孔式手術関連論文 

1. Tsuboshima K, Nagata M, Wakahara T, Matoba Y, Maniwa Y. Feasibility of single-incision thoracoscopic 

surgery using a modified chest wall pulley for primary spontaneous pneumothorax: a propensity score 

matching analysis. Surg Today. 2017 Sep;47: 1129-1134. 

2. Tsuboshima K, Nagata M, Wakahara T, Matoba Y, Maniwa Y. Modified Chest Wall Pulley for Lung 

Excision during Single-Incision Thoracoscopic Surgery for Primary Spontaneous Pneumothorax. Ann 

Thorac Cardiovasc Surg. 2016 Dec;22: 359-362.  

3. Tsuboshima K, Wakahara T, Matoba Y, Miyauchi H, Hayashi C, Kobayashi I, Oue H, Watanabe Y, Ono 

T, Maniwa Y. Single-incision thoracoscopic surgery using a chest wall pulley for lung excision in patients 

with primary spontaneous pneumothorax. Surg Today. 2015 May;45: 595-9. 

4. 坪島 顕司, 的場 保巳. 当科で考案した原発性自然気胸に対する胸壁滑車法(PulLE 法)を用いた単孔式

VATS の臨床的検討. 日本呼吸器外科学会雑誌 27 巻 5 号 Page547-552 (2013.07) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



千葉 眞人 

 

2007 年(平成 19 年)山形大学医学部卒業 

2007 年(平成 19 年)～2009 年(平成 21 年)山形大学医学部附属病院で初期研修 

2009 年(平成 21 年)～2011 年(平成 23 年)山形県立中央病院で後期研修 

2011 年(平成 23 年)～2013 年(平成 25 年)愛知県がんセンター中央病院 

 呼吸器外科レジデント 

2013 年(平成 25 年)～2015 年(平成 27 年)愛知県がんセンター中央病院  

呼吸器外科シニアレジデント 

2018 年(平成 30 年)3 月 近畿大学医学部医学系大学院研究課程卒業 

2015 年(平成 27 年)4 月～近畿大学医学部 呼吸器外科助教 

2017 年(平成 29 年)7 月 上海肺科医院で研修 

2018 年(平成 30 年)4 月～単孔式胸腔鏡下手術(Uniportal VATS)を開始 

2019 年(平成 31 年)2 月 スペインバレンシアで単孔式胸腔鏡下気管支形成術を研修 

2019 年(令和元年)6 月 ドイツポツダムで単孔式胸腔鏡下手術トラブルシューティングを研修 

2021 年(令和 3 年)4 月～近畿大学医学部 呼吸器外科医学部講師 

 

所属学会：日本外科学会、日本呼吸器外科学会、日本胸部外科学会、日本肺癌学会、日本内視鏡外科学会、

日本麻酔科学会 

資格：外科専門医、呼吸器外科専門医、麻酔標榜医 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



略歴 大泉弘幸  

 

昭和58年3月31日 山形大学医学部卒業（医学士） 

平成 4年3月31日  山形大学医学部大学院医学研究科修了（医学博士） 

 

主な職歴 

1983年5月    山形大学医学部第二外科入局 

  初期10年間のうち7年は県内等各関連病院出向 

   出向先 

   篠田総合病院  沖縄県立南部病院 長井市立病院 鶴岡市立荘内病院  

国立がんセンター 白鷹町立病院 金山町立病院 天童温泉篠田病院 など 

 

1993年8月     山形大学医学部外科学第二講座助手 

1999年5月   山形大学医学部附属病院第二外科講師 

2007年4月  山形大学医学部外科学第二講座（循環器・呼吸器・小児外科学） 准教授 

2010年4月   山形大学医学部附属病院呼吸器外科 病院教授（兼務） 

2020年10月  山形大学医学部附属病院第二（心臓血管・呼吸器・小児）外科科長 

2021年7月   山形大学医学部附属病院第二呼吸器外科長 

     現在に至る 

学会活動 

日本肺癌学会 ガイドライン検討委員会外科療法委員 選挙管理委員会委員 データベース委員会委員 

日本呼吸器外科学会 評議員被選出資格認定委員 総合診療対策委員会委員 

総合医療安全管理委員会個別調査部会員 利益相反マネジメント委員 

日本呼吸器内視鏡学会 専門医制度委員会委員 

日本胸部外科学会 広報委員会委員 診療問題委員会委員 

 

認定医専門医など 

日本外科学会、日本呼吸器内視鏡学会、日本胸部外科学会、各指導医 

日本呼吸器外科学会専門医 インフェクションコントロールドクター 

日本がん治療認定医機構 暫定教育医 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



氏名（ふりがな）： 佐野 由文（さの よしふみ） 

氏名（英字表記）： Yoshifumi Sano 

性別：   男 

国籍：   日本国 

生年月日：  昭和 35 年 2 月 28 日（61 歳） 

現住所：  愛媛県松山市岩崎町 1 丁目 3-58 

勤務先：  〒791-0295  愛媛県東温市志津川 454 

         愛媛大学大学院医学系研究科 

 （電話番号）089-960-5331 

   （メールアドレス） ysano@m.ehime-u.ac.jp 

学歴   

 昭和 53 年 3 月 岡山県立岡山芳泉高等学校卒業 

 昭和 54 年 4 月 山口大学医学部入学 

 昭和 60 年 3 月 山口大学医学部卒業 

資格・免許 

 昭和 60 年 6 月 医師免許取得（医籍登録第 294699 号） 

 平成 11 年 6 月  医学博士の学位授与（岡山大学） 

平成元年 12 月 日本外科学会 外科認定医（第 0004608 号）   

平成 16 年 4 月 日本呼吸器外科学会 専門医（第 2100349 号） 

平成 16 年 12 月 日本外科学会 外科専門医（第 1801542 号）  

平成 19 年 5 月 日本呼吸器外科学会 指導医（07014 号） 

平成 19 年 12 月 日本外科学会 指導医（第 S007833 号） 

平成 20 年 9 月 がん治療認定医（第 07200961 号） 

平成 25 年 12 月 日本呼吸器学会 呼吸器専門医（第 002318 号） 

職歴 

 昭和 60 年 4 月 岡山大学医学部第２外科医員 

 昭和 60 年 9 月 高知県立中央病院外科非常勤医師 

 昭和 62 年 10 月 倉敷第一病院外科医師に採用 

 平成元年 9 月 岡山大学医学部第２外科医員 

 平成 3 年 9 月 岡山大学医学部第２外科研究生  

 平成 5 年 11 月 寺岡記念病院外科医師 

 平成 7 年 7 月 Cleveland Clinic Foundation: Clinical-research Fellow  

 平成 10 年 12 月 岡山大学医学部第２外科医員  

 平成 11 年 10 月 岡山大学大学院医歯学総合研究科腫瘍・胸部外科助手  

 平成 19 年 5 月 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科腫瘍・胸部外科講師  

 平成 21 年 10 月 独立行政法人国立病院機構岩国医療センター胸部外科部長 

 平成 22 年 7 月 愛媛大学医学部附属病院呼吸器センター長、准教授  

 平成 25 年 4 月 愛媛大学大学院医学系研究科心臓血管・呼吸器外科学准教授  

海外渡航歴 

 平成 7 年 7 月 1 日～平成 10 年 10 月 31 日 米国 Cleveland Clinic Foundation に て Clinical-

 research Fellow として勤務 

mailto:ysano@m.ehime-u.ac.jp


学会その他における活動等 

  Member of American Society of Clinical Oncology, European Society of Thoracic 

 Surgeons, International Association for Study of Lung Cancer, American, Society  of 

 Transplantation, The International Society for Heart and Lung Transplantation,  The 

 Transplantation Society, 日本外科学会、日本消化器外科学会、日本呼吸器学会、日本呼吸器内

 視鏡学会、日本癌治療学会、日本外科系連合学会、日本移植学会、日本臨床外科学会、日本内

 視鏡外科学会、日本気胸・嚢胞性肺疾患学会、日本ロボット外科学会、日本胸腺研究会 会員 

 平成 16 年 11 月～現在 日本肺癌学会評議員、選挙管理委員 

平成 20 年 5 月～現在 日本呼吸器外科学会評議員、編集委員・用語部会 

平成 20 年 5 月～現在 関西胸部外科学会評議員 

平成 20 年 6 月～現在 日本呼吸器学会中国四国支部・日本肺癌学会中国四国支部 

          合同評議員 

平成 20 年 12 月～現在 日本胸部外科学会評議員 

 平成 27 年 6 月～現在 社会保険診療報酬支払基金 審査委員 

賞罰 

 平成 9 年  The American Society of Transplantation の Young Investigator Award 受賞 

 令和元年 European Society of Thoracic Surgeons の MEDTRONIC PRIZE 受賞 

 

 上記の通り相違ありません 
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